
特 別 展

―　まちかどの記憶　―

写真にみる氷見の昔と今 Ⅲ

観覧
無料

令和８年10月16日（金）～11月8日（日）
氷見市立博物館  特別展示室  午前９時～午後５時
休 館 日

資料解説会

10月19日（月）、10月26日（月）、11月２日（月）
10月17日（土）午後２時より〈参加自由〉



写真がつなぐ、氷見の過去と現在
平成14年度、平成26年度に続くシリーズ３回目の特別

展として、「写真にみる氷見の昔と今Ⅲ」を開催します。

これまでの特別展では、当館が収集・蓄積してきた明

治時代末頃から昭和40年代頃までの氷見地域の古写真を

読み解き、同じアングルから撮影した「現在」の写真と

並べることで、まちの姿や人々の暮らしの変化を紹介し

てきました。

「Ⅱ」からの12年間、氷見市芸術文化館の開館など新た

な動きがあった一方、令和６年能登半島地震が市域に大

きな爪痕を残しました。この震災に伴う文化財レスキュー

では、新たに多くの古写真が寄せられました。また、か

つて「現在」として扱った平成以降に写された写真も、

今では過去の氷見を伝える貴重な資料となっています。

本特別展では、古写真と現在の写真を重ね合わせ、う

つりゆく氷見の風景や暮らしをたどりながら、そこに刻

まれたまちの記憶をみつめます。

南中町本通り（大正末年頃）

今町のまちなみ（昭和 40年頃）

加納町本通り（昭和30年代半ば頃） 北大町（旧加納町）本通り（令和 8年）


